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【香港通信】

～大湾区における交通インフラの動向～

2019年に中国政府が発表した「大湾区発展計画綱要」に基づき、大湾区では様々な取組みが行われていま

す。日系製造業が多く進出する同エリアにおいて、人々の移動や物流に関わる交通インフラは特に注目すべ

きポイントです。今回は、大湾区における交通インフラの動向についてレポートいたします。
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2. 大湾区の交通インフラについて

1. 大湾区計画の概要

V本計画は、広東省の9都市（広州、深圳、東莞、恵州、仏山、

江門、中山、珠海、肇慶）と香港、マカオを一体的に捉え、

世界3大ベイエリア（ニューヨーク、サンフランシスコ、東

京）に匹敵する世界的な都市圏を目指すものです。

Vこれらの9都市2特区から成る大湾区は、面積では中国の総面

積の1％未満ですが、GDPは中国全土のおよそ10％を占め、中

国で最も経済力を持つ地域の1つです。

V広東省には1, 600社を超える日系企業が進出しています。中

国では上海に次ぐ2番目の多さで、自動車や電子部品などの

製造業が中心です。また、香港にも多くの企業が進出してい

ることから、大湾区は日系企業と関係の深い地域と言えます。

（1）大湾区交通インフラの現状

V大湾区を構成する広東省や香港は、「世界の工場」として製

造業や貿易業で繁栄した経緯から、空港や港湾の整備は進ん

でおり、高い競争力を有しています。

Vそれを表すように、香港国際空港は2023年の「世界で最も貨

物取扱量が多い空港」（過去10年間で9度目）に選出された

ほか、海上貨物取扱量でも、深圳・広州・香港の3つの港の

合計貨物量は首位の上海を上回る数量になります。

【2023年航空・海上貨物取扱量ランキング】

＜出典＞左：国際空港評議会 右：Alphaliner

【大湾区の基礎データ】

＜出典＞香港政府、帝国データバンク、JETRO

【大湾区主要都市のデータ】

＜出典＞香港政府の発表資料を基に筆者作成

（2）課題

V一方で、大湾区の交通インフラについては、深圳・広州・香

港に繋がる交通網の整備が不十分で、それに伴って物流のコ

スト高やリードタイムの長さなどが課題となっていました。

Vまた政府としては、大湾区の一体的な経済圏を目指すうえで

企業やヒトが集中する深圳・広州から周辺市へ分散させるこ

とが必要でした。

Vこうした背景から、大湾区発展計画では「インフラの相互接

続の加速」を掲げ、区内の陸上交通網の整備をはじめとする

インフラ向上施策が進められています。



今回ご紹介した内容は「大湾区発展計画」の一部ですが、中国、特に華南地区に進出する（している）企

業にとっては、様々なビジネスチャンスが広がるため、同計画の動向に注視が必要です。当事務所では、引

き続き情報収集と情報発信に努めてまいります。 （足利銀行香港駐在員事務所 山田太郎）
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～おわりに～

3. 最近のトピックス

4. 企業などに与える影響

（1）「深中通道」の開通

V大湾区のインフラ向上施策として、広東省の深圳市と中山市

を結ぶ、2つの大橋と海底トンネルから成る全長24キロの高

速道路「深中通道」が、今年6月30日に開通しました。

V両都市間を車で移動する場合、従来は広州市と東莞市を結ぶ

「虎門大橋」を使っておよそ2時間かかっていたところが、

「深中通道」によって30分程度での移動が可能になります。

これにより陸上輸送のリードタイムは大幅に短縮され、物流、

ひいては経済の活性化が期待されています。

V筆者は7月上旬に、「深中通道」を実際に通行しましたが、

中山側から入り、巨大な橋と海底トンネルを通過すると、

あっという間に深圳に到着しました。深圳と中山の距離が

ぐっと縮まったことを肌で感じました。

（2）進行中のインフラ整備案件

V広州市と中山市を結ぶ高速道路が2024年末までに開通予定で

あり、「深中通道」と接続することで広州－深圳間の自動車

移動が容易になります。また、深圳市と珠海市を結ぶ「深珠

通道」の建設も進められており、完成すれば両都市間の移動

が30分程度になる見通しです。

Vこれらのインフラ整備が進んでいけば、大湾区の各都市間を

概ね1時間で移動できる交通インフラが実現し、ヒトやモノ

の動きが活発になることが予想されます。

V「深中通道」の開通などにより、企業の工場や倉庫などを移転する動きが強まると考えられます。実際に、

ある日系メーカーは、中山から深圳への物流リードタイムが大幅に短縮されたことから、物流倉庫を従来

の深圳から同社工場がある中山に移転しました。その結果、出荷に係る作業効率が向上したことに加え、

中山は深圳よりも賃料水準が低く、倉庫費用をおよそ50%削減することに成功しました。

Vヒトの動きにも変化が予想されます。各都市間を1時間程度で移動出来るようになれば、通勤エリアが拡

大し、家賃の高い都市部から周辺地域へ就業者が分散されるかもしれません。また、最近香港で話題に

なっている「北上消費1」のように、都市間の移動が容易になることでヒトの往来が旺盛となり、市民の

消費行動に変化を与えることも考えられます。

【深圳・広州周辺の交通インフラ】

＜出典＞各ニュースサイトを基に筆者作成

【「深中通道」の様子】

＜筆者撮影＞

1北上消費：香港人が週末に、香港よりも物価の安い深圳などに「北上して」消費すること。
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－回転小火鍋－

中国通の人であれば火鍋を知らない人はいませんが、回転小火鍋を知る人は少ないのではないでしょう

か。最近、商業施設を中心に回転小火鍋の店舗があちらこちらで見られ、人気急上昇中です。

回転小火鍋というのは、回転寿司のレーンようなものに流れてくる食材を、気ままに鍋に放り込む1人

用火鍋です。通常火鍋は3～4人で鍋を突っつくものですが、1人でも楽しめるので特に若者に人気がある

ようです。その理由としてまずあるのは、手ごろな価格です。店にもよりますが、食材の大半は1皿か1串

ごとに分けられていて、具材がセットになっているものもあります。価格は、野菜1元（約21円）、麺類

2元（約42円）、団子類3元（約63円）、肉類5元（約105円）、鍋スープ10元（約210円）と大変格安で、

タレは無料でセルフで調合できます。お腹いっぱいになるまで食べでも50元（約1,050円）くらいなの

で、学生にはたまらないでしょう。また、メニューが豊富なことも魅力の1つです。品数は30種類以上に

のぼり、例えば高級食材のアワビやいろいろな味付けのお肉、さらには食後のデザートなども選ぶことが

できます。

昔と比べて店舗のインテリアもオシャレになっています。私が行った店舗では、メインカラーが今の

ファッションで使われている「緑+白」で、従業員もピンクのデニムパンツとバケットハットを着用する

など、店全体が若々しく感じられました。また、別の店舗では子供に合わせてボックス席が用意され、パ

ンダの新幹線快速レーンも設置されています。まさに日本の回転寿司と同じように、一人でも、家族でも

本格火鍋を楽しめます。

中国では、仕事や生活が忙しいなどの理由で人との付き合いが希薄になるなか、一人で楽しめる回転小

火鍋は若者のニーズを見事に捉えているようです。中国のソウルフードである火鍋が時代に合わせた形で

変化していることを実感しました。

（常陽銀行上海駐在員事務所 現地スタッフ 続蘇蘇）

東アジア駐在員コラム
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‹価格表示›

写真は筆者撮影

‹カウンター席の様子› 

‹レーンに流れている食材› ‹タレコーナー›
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ニューストピックス

・中欧班列の運行 12％増、1～7 月に 1 万 1403 本（8/15）

・空飛ぶ車の料金、深セン―珠海が240元か（8/16）

・億航、福建南安で有人ドローン5機引き渡し（8/16）

・地方経済の存在感が年々拡大、小都市・農村の消費が５割に迫る（8/20）

・人民銀がＬＰＲ据え置き、１年物3.35％（8/21）

・７月の訪日中国人78万人、地域別最多に（8/22）

・中国ゲームで最高売り上げ、西遊記題材「悟空」（8/26）

・36都市が住宅買い取り始動、既に賃貸開始も、景気回復図る（8/27）

・上海モーターショー、来年４月25日開幕（8/29）

・BYDの中間期、24％増益、自動車業況に逆行、盤石の地位（8/30）

・24年の景況予測、悪化が6割、在中国の日系企業、価格競争重し（9/2）

・健康市場9兆元へ、意識向上で消費広がる（9/3）

・田舎にデリバリーサービス、7割が週3回以上利用、店舗増で（9/4）

・「二次元産業」規模、29年に5900億元へ（9/5）

・ベンツが中国で140億元投資電動車生産を強化、巻き返し図る（9/6）

・トヨタの8月販売14％減、価格競争影響続く、日産の8月販売24％減、５カ月連続減少（9/9）

・8月の輸出が約9％増、5カ月連続プラス、電機好調維持（9/11）

・ホンダ、販売不振で中国3工場一時停止（9/12）

・スマホ2強対決、華為が優勢販売好調、話題性でiPhoneしのぐ（9/12）

・国務院、外資の中国保険会社出資を支持（9/13）

（出所 NNA・亜州ビジネス）
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～AIホテル～

最近北京に出張し、ごく普通のビジネスホテルに泊まった時のこと。チェックインを済ませ、ルームカー

ドで部屋を開けたまでは良かったのですが、部屋の主電源をつけるカード差込口がなくオロオロしてしまい

ました。暗がりのなか探し続けることもできず、廊下にいた清掃員に電気がつけられないと説明すると、部

屋の中の電子パネルに向かって一言。「小度小度、開灯！（シャオドゥさん、電気つけて）」

そうです。ここは最近たまに耳にするＡＩホテルだったのです。部屋の中の電気はもちろん、テレビの操

作、カーテンの開閉、空調の調整、受付への連絡など、部屋の大半の機能は小度に呼びかけて自動で行う仕

組みになっていました。また、「今日の出張は疲れたよ」と言えば「お疲れさま、早く休んだ方がいいよ」

と返してくれるなど、話し相手にもなってくれました。

中国では自動運転タクシーなど様々な分野でＡＩ化が進んでいることを実感しますが、まさかここまで進

んでいるとは思いませんでした。一方で私の中国語の発音が悪いせいか、「うまく聞き取れない」と返され

ることもしばしば。私の語学力の向上も不可欠ですが、小度さんには日本語も覚えてほしいと切に思いまし

た。
（常陽銀行上海駐在員事務所 中村 友宣）
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提携先 常陽 足利 主な業務内容

中国銀行〈中国） ● ●

中国国内情報の提供および各種金融サービスの提供
交通銀行（中国） ●

中国信託商業銀行（台湾） ● 台湾情報の提供および各種金融サービスの提供

カシコン銀行（タイ） ● ●

タイ国内情報の提供および各種金融サービスの提供
バンコック銀行（タイ） ●

バンクネガラインドネシア
（インドネシア） ● ●

インドネシア国内情報の提供および各種金融サービスの提供
CIMBニアガ銀行
（インドネシア） ●

ヴィエティンバンク
（ベトナム） ●

ベトナム国内情報の提供および各種金融サービスの提供

ベトコム銀行（ベトナム） ● ●

ベトナム外国投資庁
（ベトナム） ●

ベトナム関連セミナーの開催協力
ベトナム進出に関する各種支援、投資関連情報の提供

BDOユニバンク
（フィリピン）

●

フィリピン国内情報の提供および各種金融サービスの提供メトロポリタン銀行
（フィリピン） ●

インドステイト銀行
（インド） ● ● インド国内情報の提供および各種金融サービスの提供

バナメックス（メキシコ） ● ● メキシコ国内情報の提供および各種金融サービスの提供

アグアスカリエンテス州政
府ほか（メキシコ） ● ●

メキシコに関する現地市場調査
投資情報の提供

日本貿易振興機構（JETRO） ● ● 海外事業展開や各国制度等に関する各種情報提供

国際協力機構（JICA） ● ● 途上国での海外事業展開や各国制度等に関する各種情報提供

国際協力銀行（JBIC） ● 海外展開支援融資の提供

日本貿易保険（NEXI） ● ● 輸出取引を行う際の海外取引リスクに備える各種貿易保険の提供

中小企業基盤整備機構 ● 海外事業展開や各国制度等に関する各種情報提供

東京海上日動火災保険 ● ● 海外リスク情報等の提供
リスクマネジメントコンサルティングサービスの提供
各種損害保険の提供損害保険ジャパン ● ●

三井住友海上火災保険 ● ●

セコム ● 海外での安全システム・防犯危機商品の提供
海外セキュリティーサービスの提供

綜合警備保障 ●

めぶきFGアジアネットワークのご紹介

お客様の海外進出をサポートするため、様々な機関や外国銀行と業務提携を結び、支援体制の強化
を進めています。
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常陽銀行
シンガポール駐在員事務所

10 Collyer Quay,＃09-07A, Ocean FinancialCentre,Singapore,
049315
TEL:+65-6225-6543

常陽銀行ハノイ駐在員事務所

5th Floor, SunRedRiver,23 PhanChuTrinh Street, HoanKiem
District,Hanoi,Vietnam
TEL:+84-24-3218-1668

常陽銀行上海駐在員事務所
上海市延安西路2201号 上海国際貿易中心1901室
TEL:+86-21-6209-0258

常陽銀行
ニューヨーク駐在員事務所

712FifthAvenue,8th Floor,NewYork,NY10019
TEL:+1-347-686-8420

足利銀行香港駐在員事務所

Suite 1601, 16th Floor, Tower 2, The Gateway,Harbour City,
Kowloon,HongKong
TEL:+852-2251-9475

足利銀行バンコク駐在員事務所

689, Bhiraj Tower at Emquartier, 27th Floor, Room No.2714,
Sukhumvit Road, Klongton-nue, Wattana, Bangkok, Thailand
10110
TEL:+66-2-261-2852

めぶきFG駐在員事務所

【アジア全域】
○日本貿易保険、損害保険ジャパン、
東京海上日動火災保険、三井住友海上火災
保険によるリスクマネジメント

○NXグループ（旧日通）による物流サポート
○セコム、綜合警備保障によるセキュリティ
コンサルティング

○沼尻産業、ユーユーワールドによる輸出支
援サービス

○アリババによる海外販路開拓サービス
○国際協力銀行による中堅・中小企業海外事
業安定化支援

○ハラル・ジャパン協会によるハラルに関するコ
ンサルティング

【台湾】
○中国信託商業銀行による金融サービス提供

【中国】
○上海駐在員事務所によるサポート
○香港駐在員事務所によるサポート
○中国銀行、交通銀行による金融サービス提供

【ベトナム】
○ハノイ駐在員事務所によるサポート
○ヴィエティンバンク、ベトコム銀行による
金融サービス提供

○ベトナム外国投資庁による各種情報提供

【インド】
○インドステイト銀行による金融サービス提供

【フィリピン】
○BDOユニバンク、メトロポリタン銀行による
金融サービス提供

【タイ】
○バンコク駐在員事務所によるサポート
○カシコン銀行、バンコック銀行による金融
サービス提供
○ジェイ・ウィル・グループによる進出支援

【インドネシア】
○バンクネガラインドネシア、CIMBニアガ銀行に
よる金融サービス提供

【シンガポール】
○シンガポール駐在員事務所による同国および
周辺諸国へのサポート
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